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新著の紹介（コーナー）



（ご紹介）

岩井智宏
いわい ともひろ

桐蔭学園小学校 教諭（音楽科）

武蔵野音楽大学卒業，同大学院修了。
「音楽を通した人間教育」をテーマに様々な研修会，研究会
に参加。近年では，イギリス，ハンガリー，アメリカと海外
へ渡り日本以外の音楽教育にもふれ，さらなる音楽の可能性
を研究している。
日本音楽教育学会、日本教育方法学会会員。

単著『お子様授業をもっとアクティブに! 小学校音楽「常時
活動」のアイデア100』（(明治図書)、『子どもがもっとア
クティブに! 小学校音楽「言葉がけ」のアイデア100』（明
治図書)。８月に新刊『トモちゃんの子どもと音楽から学ん
だ授業づくり』（音楽之友社）など多数。





新著の紹介 岩井智宏 (2023). トモちゃんの子どもと音楽から
学んだ授業づくり 音楽之友社

第１章 学校教育で大切にしたいこと
学校に来るってすごいこと
学校で育つ多様性
未来を生きる子どもたちの育成

第２章 音楽ってどんな教科？
これからの音楽
音楽科教育とエージェンシー
音楽科教育で広がるコミュニティー

第３章 教師に必要な心得
自分の心を整えるために
子どもの変化を見つける視点

第４章 授業デザイン
年間指導計画の大切さ
教材研究の進め方
学校生活を豊かにしていく言葉掛け
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授業デザイン

・年間指導計画の大切さ

・教材研究の進め方

・学校生活を豊かにしていく言葉がけ
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